
 平成２9 年度 第４1 回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                              う       

男子 ・女子   1 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場 グリーンアリーナ神戸                    Ａ コート       

7mTC

総得点
チーム名

27
高岡向陵高等学校

13
14

チーム名
総得点

－
－

－熊本国府高等学校

－

10
9

－

19

 

１回戦、九州代表 25 回出場の熊本国府高校と北信越代表 17 回出場の高岡向陵の全国大会常連の 

カードとなった。開始早々パスカットにより、熊本国府④番先制点を決める。直ぐに、高岡向陵②番 

⑤番と得点を決める。前半開始 10 分までは両チーム得点の入れ合いとなる。その後、高岡向陵②番 

のパスカットの連続得点により開始 11 分 4 対 7、高岡向陵 3点のリードとなり、思わず熊本国府ＴＯ。 

開始 20 分、熊本国府③番の連続得点等で、8－9となり、高岡向陵のリードを詰める。しかし、高岡  

向陵も得点も重ね、前半残分 5分、9対 12 となり、高岡向陵のＴＯ。前半 10 対 13 で高岡向陵 3点 

のリードで終える。後半開始 10 分、高岡向陵の速攻もあり、12 対 18 と 6点差とリードを広げ、熊本 

国府のＴＯ。高岡向陵②番の 2分間ペナルティーのときに、熊本国府 4点差までリードを縮める。 

しかし、高岡向陵は粘り強いディフェンスで、後半 20 分、15 対 23 とリードを 8点差まで広げる。 

熊本国府 2回目のＴＯ。その後、熊本国府は速攻などで得点を重ねるが、高岡向陵も速攻により得点 

を重ね、19 対 27 で試合終了。高岡向陵は 2回戦へ進出した。 

                           30 年 3 月 24 日  

 

試合番号 



         記載者氏名                   



 平成２９年度 第４１回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                               え      

男子 ・女子   １回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場 グリーンアリーナ神戸                    Ｂコート       

チーム名
総得点

－
－

－県立浦添商業高等学校

－

9
9

－

18

7mTC

総得点
チーム名

17
県立水海道第二高等学校

7
10

 

九州ブロック代表２年連続１１回目出場の県立浦添商業と関東ブロック３２回目出場の古豪県立 

水海道第二との第２試合。立ち上がり 18番伊良部のポストシュートで浦商が先制。すぐさま水 

海道も同点に追いつく。やや動きに固さが見える両者だが浦商が早いパス回しから得点を重ねる。 

水海道は５分 35秒でタイムアウトを要求、３点をリードされる。落ち着きを見せ始めた両者は 

徐々に得点を重ね、前半１０分、５対３で浦商がやや先行する。その後も浦商の固い守りになか 

なか攻撃の突破口が見えない水海道。浦商の 11番が退場となり水海道のパワープレーと思われ 

たが好機を活かせず無得点。しかし、速攻などで反撃を図り、前半を浦商９対７で終える。後半 

も一進一退が続き共に点を取り合うが、浦商の退場者を契機に水海道が得点を連取する。後半 

１１分で１２対１１と水海道が浦商に迫る。１６分浦商に退場者が出るが、守りで粘る水海道。

後 

  半２２分でついに水海道が同点に追いつく。しかし、落ち着いたプレーで得点を重ねる浦商が最 

後は固い守りを活かし、水海道にリードを許すことなく勝利を収めた。 

                           ２０１８年 ３月 ２４日 

 

                記載者氏名    上畑 正樹      

試合番号 



 平成２９年度 第４１回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                              あ     

男子 ・女子 １ 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場  神戸市立中央体育館                    コート       

チーム名
総得点

－
－

－県立松山工業

－

11
15

－

26

7mTC

総得点
チーム名

33
高岡向陵

18
15

 

 本大会オープニングを飾る一戦。堅守速攻を特色としたチーム同士の対戦。緊張感の中、どちらが 

先にペースを掴むのかが見どころ。松山工のスローオフで試合開始。高岡№14 七分のロングで先制す 

るも、松山工№3 宮崎の個人技で同点。その後、両チームともミドルシュートで点を取り合うが、ペー 

スを掴んだのは高岡。№11 金岡のパスカットからの速攻を契機に、ＤＦから攻撃への連動が機能。№ 

15 中村がパスカットから一人で持ち込むなど、点差を広げていく。松山工も№2 増田のミドルなどで 

追いすがるが、前半は高岡ペースで終了した。 

後半に入っても高岡のＤＦを崩せず、攻めあぐねる松山工対して、高岡は 3 連続得点で後半も主導権 

渡さない。№11 金岡の高さを生かしたミドル、№10 村藤のサイドシュート等で差を広げていく。松 

山工も№8 土居が得点を重ね、必死で食らいつく。ＤＦから徐々にリズムが出てきた松山工は、№3 宮 

崎が個人技でねじ込むなど差を縮めていくが、要所で高岡が加点。結局点差は縮まらず、高岡が粘る松 

山工を振り切った。 

                          ３０年  ３月 ２４日  

 

         記載者氏名  沖野 勝洋                

試合番号 



平成２９年度 第４１回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                              男き       

男子 ・女子  １ 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場     神戸国際大学附属高等学校                        

チーム名
総得点

－
－

－那賀高校

－

14
23

－

37

7mTC

総得点
チーム名

28
仙台第二高校

15
13

 

１３年ぶりに県大会を制覇し、その勢いで２６年ぶりの出場を果たした和歌山代表の那賀と選抜初出場 

宮城代表の仙台第二の一戦。仙台第二のスローオフでスタート。開始早々、仙台第二の８番佐藤が 

ポストシュートを決めれば、負けじと那賀も２番吉田のポストシュートで応戦。序盤は点の取り合いで 

一進一退の攻防。しかし、仙台第二の２番大久保の２本のロングシュートでリードを奪い、3点差と 

なり、たまらず那賀がタイムアウト。１３番中野のシュートで流れを変えようとしたが、仙台第二５番 

亀井の３連続得点もあり中々点差が縮まらない。しかし、那賀２番吉田の力強いポストプレーとパス 

カットからの速攻で１点差まで追いついて前半終了。後半開始 30 秒２番吉田の得点で那賀が追いつくと 

その後両者譲らない展開。後半 14 分 11 秒、那賀２番吉田のポストシュートが退場を誘い、流れを掴み 

3 点差までリードを広げる。仙台第二は５番亀井の奮闘で食い下がるも、終盤ミスが増えた隙を逃さな 

かった那賀が突き放し、２回戦に駒を進めた。那賀２番吉田は 18 得点の大活躍。両校エースが輝きを 

見せた好勝負であった。 

                          ３０年  ３月 ２４日  

 

         記載者氏名    八幡 耕平             

試合番号 


